
【収入保険】私の選択・加入者の声

経営規模＝⼤仙市⼩種地域の5集落を集約し、約98%の農地
で営農。主⾷⽤⽶約135ヘクタール、⼤⾖約100ヘクタール、
⽔稲の採種栽培、野菜約6ヘクタール（⾃社の野菜加⼯セン
ターで冷凍野菜に加⼯し、販売）
2017年7⽉と8⽉に発⽣した記録的な⼤⾬により、⼤⾖の

作付け⾯積の半分以上の約60ヘクタールの収穫が⾒込めな
い状況になりました。

農業共済と収⼊減少影響緩和対策（ナラシ対策）に加⼊していましたが、同じよう
な被害がまた発⽣したとき、野菜の⽣産・加⼯を含めた経営全体の収⼊減少を幅広く
補償できる収⼊保険の⽅が魅⼒があると考え、収⼊保険に移⾏しました。
私たちの経営の場合は、基準収⼊が3億円を超えるため、保険料などの負担が不安

でしたが、実際には、⽔稲共済や⼤⾖共済の掛⾦、ナラシ対策の積⽴⾦を保険料などに
充当でき、⼼配していたほどの負担感はありませんでした。

「野菜分野の業務拡大へ」

（農業共済新聞 2019年5⽉2週号より抜すい）
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